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１ はじめに 

 

 まちづくりの主役は，地域に暮らす人々です。神戸まちづくり協議会では，人と人

とのつながりを大切にしながら，みんなが主体的にまちづくりに参加し，安心して明

るく元気に暮らせる神戸地区を実現するため「神戸地区地域計画」を策定しました。 

 この計画では，地域づくりの基本目標を定め，その目標をもとに，私たちのまちを

輝く神戸のまちとするための推進取組を示しています。 

 計画期間は，鈴鹿市総合計画２０２３後期基本計画の期間にあわせ，２０２０年度

から２０２３年度の４年間としています。 

 

 

２ 地域づくりの基本目標 

 

(１)基本目標 

「よりよく，住みやすいまち 神戸」 

 神戸地区で暮らすみんなが主体的にまちづくりに参加することにより，まちに活力

と笑顔が満ち溢れ「よりよく，住みやすいまち」となることを，基本目標としました。 

 この目標を達成するために，神戸まちづくり協議会では，中心となって活動する部

会が，それぞれの分野からアプローチします。 

 

 

 

 

 

  

文化教育・広報 

地域活性化・環境改善 

スポーツ振興・青少年育成 

自主防犯・防火 保健福祉・民生児童 
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(２)各部会の紹介 

 

 地域活性化・環境改善部会 

   自治会会長会が中心になり活気ある地域，安全・安心な地域づくりを企画推進

します。 

 

 スポーツ振興・青少年育成部会 

   体育委員会・青少年育成町民会議が中心となり，住民同士の交流，青少年の健

全育成を推進します。 

 

 文化教育・広報部会 

   神戸地域の魅力である文化・伝統の情報を，積極的に地域内外に発信します。 

 

 保健福祉・民生児童部会 

   高齢者の福祉，子育て支援など，やさしい神戸，助け合える神戸を，啓発推進

します。 

 

 自主防犯・防火部会 

   神戸消防分団，神戸交番と連携して，地域の安全・安心を啓発推進します。 
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３ 神戸地区の現状 

 

(１)地区の特色，沿革等 

 神戸地区は，鈴鹿市役所，鈴鹿税務署などが存在する行政の中心地区で，昭和 56

年に住居表示された神戸一丁目から九丁目，神戸地子町，神戸本多町から成り，白子，

牧田地区とともに，本市の三つの核となっています。 

 古くは神戸城の城下町として栄え，伊勢参宮街道の宿場町でもありました。現在も

古い町並みを残し，見付跡や常夜灯のほか，道標なども当時のまま残されています。

城下町としての道路は直線化しておらず，木造家屋の密集度も高い状況です。また，

神戸六丁目の林光寺をはじめ，神戸二丁目の龍光寺など歴史資産も数多く存在してい

ます。 

 交通面では，県道四日市鈴鹿線（旧 23 号線），県道鈴鹿亀山線のほか，公共交通機

関として，近鉄鈴鹿市駅があります。 

 

 

【地区旗】意匠：鯱(しゃち) 

 

今も昔も政治，文化の中心である神戸は，かつて神戸城の天守閣上に輝いていた現

在の鯱一基を写して，これを配しました。 

地色は「あか」。地区発展にしめす住民の燃える心意気をあらわしています。 
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(２)地区の人口 
 

【現状】令和２年１月末 住民基本台帳 

  人口：11,779 人（男性 5,965 人・女性 5,814 人） 

世帯数：5,407 世帯【神戸小学校区，飯野地区，玉垣地区の一部を含む。】 

  

 

【推計】2015 年までは国勢調査結果。2030 年からは全国小地域別人口推計システム 
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 地区の人口は緩やかに減少しており，30 年後の 2050 年度には，現在より約 1,000

人少ない 11,866 人と推計されます。 

 年代別に見ると，老年人口の増加が顕著で，30 年後には現在より 10%高い 34%と

推計されています。一方で生産年齢人口は減少し，年少人口も緩やかに減少するとみ

られています。 

 なお，これらの傾向は，鈴鹿市の他の地区においても，ほぼ同様です。 

 

(３)住民の意識 

【環境】 
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 市全体と比較すると，資源の有効活用に対する意識などが低い状況です。 

 

 

【安全・安心】 
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 火災予防や消防体制の充実に対する満足度が高く，市全体と比較すると，災害に対

する備えを行っている割合が高い状況です。一方，地域で実施する見守り活動の参加

率は，低くなっています。 

 

 

【福祉・医療】 

 
 健康づくり事業に対する満足度が高く，市全体と比較すると，健康維持増進のため

に活動している割合が高い状況です。また，子育てについて相談できる場所や機会を

知っている割合が高い状況です。一方，障がい者の自立支援や社会参加に対する満足

度が低く，高齢者が地域の活動に参加している状況が低い状況にあります。 
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【文化・スポーツ】 

 

  



9 

 

 神戸地区には，多くの指定文化財が存在します。その中で，地域の芸能や祭りを含

む芸術・文化活動などに参加している割合が高くなっています。また，スポーツ振興

に対する満足度も高い状況にあります。 

 

 

【暮らしの利便性】 
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 買い物の便利さ，水道水の安定供給に対する満足度が高い状況です。一方，道路や

公共施設のバリアフリー化，雨水排水の整備に対する満足度が低い状況にあります。 
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４ 地域の課題 

 

 神戸地区も鈴鹿市の他の地区と同様に，人口が減少していくと推計されています。

特に高齢化率の上昇は顕著で，30 年後には老年者が 34％を占める状況となります。

そのような状況の中，高齢者が暮らしやすいまちを目指して，地域ぐるみで取り組む

必要があります。一方，年少人口も緩やかに減少する傾向にあります。子どもたちを

まちの宝として，地域全体で見守る活動を積極的に推進する必要があります。 

 また，町内の中でも，一部の地区の空洞化が目立つようになりました。暮らしの利

便性の満足度では「買い物の便利さ」など，暮らしに対して一定の満足度は得られて

いると考えられますが，古くから商業地として栄えていました神戸地区にとって，現

在の姿は少し寂しい感じもします。 

 今後は，歴史資産が多く存在する神戸地区の特色を最大限に生かし，様々な催し物

を企画し，昔のような賑わいを取り戻すことができるよう，神戸地区全体で取り組み

ましょう。 
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５ まちづくり推進の取組 

 

 神戸地区の現状や課題を踏まえた上で，まちづくりの４つの柱を設定しました。 

 今後は，神戸まちづくり協議会の各部会が中心となり，各種団体との連携のもと，

神戸地区における問題解決や，地域住民の要望を実現するため，４つの柱をもとにま

ちづくり推進の様々な取組を実施します。 

 

 

 

 まちづくり協議会全体で取り組むべきものであると考えています。 

 神戸地区が持っている特色や基盤を活かして子育て世代，高齢者世代，就学世代な

ど，各世代間の交流を図り，仲よく助け合うことができる神戸のまちをつくります。 

 代表的な取組として，スポーツ振興・青少年育成部会が中心となって企画立案し，

世代間交流の場を提供します。 

【主な取組】 

 スポレクカーニバル，球技大会などを開催します。 

 神戸公民館と共催し，親子で楽しくものづくりができる催し物を開催します。 

 各世代間で連携し，敬老会を開催します。 

 住民全体で，街角美化運動を実施します。 

 

 

 

 地域の歴史的文化財や伝統的行事を活用します。 

 神戸地区は，春夏秋冬，各シーズンを通して神社仏閣の伝統的な催し物が存在して

おり，それぞれ開催される歳時記を通じて文化にふれあうことができます。 

 それらの催し物を，地域内外の住民の交流する場として，積極的にまちおこしの行

事としていきます。 

 地域活性化・環境改善部会が中心となり，神社仏閣や公民館などの関係者と連携し，

まちおこし，まちの活性化のシンボルマークにしていきます。また，文化教育・広報

部会が地域の内外に情報を発信します。 

  

☆ 安全安心で住民全員がゆとりを持って暮らせる まちづくり 

☆ 文化伝統にふれあい，活気あふれる まちづくり 
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【主な取組】 

 地域内外の住民の交流する場として，「昇龍の里 神戸宿」を開催します。 

 神戸の夏の風物詩として，伊勢街道「灯りのイベント」を開催します。 

 神社仏閣の伝統的な催し物の情報を，地域の内外に発信します。 

 

 

 

 保健福祉・民生児童部会が，民生委員・児童委員と連携を図り，高齢者や子育て中

の親が孤独感を感じないように取組を行います。 

 また，幼稚園，小学校，保育園と各ＰＴＡ，警察などの関係機関と連携を図り，地

域が一体となって見守り，子どもが安全で安心して学び，遊ぶことができる環境を整

えるとともに，通学路，生活道路の安全確保のために，関係機関に対し積極的に整備

や保全を働きかけます。 

【主な取組】 

 交通弱者や子どの安全を確保するため，関係機関との連携のもと，交通安全運

動を推進します。 

 民生委員が中心となり，高齢社単身世帯の訪問を実施します。 

 児童委員が中心となり，子育て世帯を訪問し子育てを支援するとともに，育児

相談を実施します。 

 民生委員による視察研修会を実施します。 

 青少年健全育成のため，夜間パトロールなどの見守り活動を実施します。 

 

 

 

 自主防犯・防火部会が中心となり，地域の防災意識の向上や自助共助力の向上を目

指し，講演会，講習，実施訓練などを実施します。 

 また，警察，消防分団と連携を強化し，防災，地震，風水害などへの対応整備を図

ります。 

【主な取組】 

 神戸地区全体で，防災・防火訓練を実施します。 

 消防分団による夜警など，防災・防火啓発活動を実施します。 

 自主防犯・防火部会が中心となって，大災害などにも対応できるよう，神戸地

区全体のスキルアップを目指します。 

☆ 高齢者・子どもにやさしく，仲よく助け合える まちづくり 

☆ 防犯・防災に関して，自助共助ができるまちづくり 



14 

６ 組織図 

 


